
投資家の皆さまのご関心の高い事項（決算説明会等の主な質疑応答） 

Q１．１Qで親会社所有者に帰属する四半期利益が赤字となった要因は？ 

 円高による為替差損の計上に加え、損失を計上した子会社があり、その影響により連結税引

前利益が減少。そのような中、法人税負担が連結税前利益を上回ったことにより損失を計

上。 

Q２．１Qで社内計画を上回っている要因は？ 

 １Q 計画は、通常気温がそれほど上がらないため、小売需要が少なく販売電力量が少ないこ

とが想定され、また当社国内発電所の定期点検が重なることにより相対的に利益が少ない計

画。これに対し、高圧販売電力量の増加および国内発電所の安定稼働により計画対比増。 

Q３．１Qで小売・トレーディング事業が前年同期比８億円減となっている要因の内訳は？ 

 高圧小売市場連動プラン比率の上昇が約 5割、T’dash 譲渡影響が３-４割、低圧小売に

おける販促費の増加１-２割。 

※高圧については、市場連動プランで顧客を獲得し、将来粗利率の高い先物プランへ変更す

る戦略。 

Q４．通期で増益が見込める要因は？ 

 小売事業における販売電力量の増加が主要因。 

※事業計画には織り込んでいないものの、現在、足元で先物市場・PX 価格の下落により、高

圧小売での利幅の厚いプラン（市場連動シフトプラン、ハイブリッドプラン等）への引き合いが

増加。また、猛暑もあり、高圧の計画 kWおよび計画販売電力量も上回っている状況。 

Ｑ５．アグリゲーションの投資額・蓄電容量・スケジュールは？ 

 直近の検討案件として、2MW・約 5億円の案件あり。 

マーケットに存在する分散電源のアグリゲーションが当社ノウハウを活かしつつ収益性を確保でき

るビジネスモデル。 

大型案件も協議中。収益計上は来期以降。 

Q６．小売・トレーディング事業の２Q以降のリスクは？ 

 高圧小売における競争のさらなる激化。 

Q７．アグリゲーション事業の立ち上げ時期・競争状況は？ 

 特別高圧案件は立ち上がりに 2-3年。需給ノウハウの観点では競争はまだ激しくなく、利益率

は高い。当社として人員増は必要だが、大きな投資は不要。 

Q８．アグリゲーション事業の PL・BS・CF インパクトは？ 

 PL：収益認識は来期以降、完工まで 2～3年。 

BS・CF：海外投資とのバランスを見ながら対応。 

Ｑ９．アグリゲーション事業において顧客がイーレックスを選ぶ理由は？ 

 小売事業を展開していること、発電事業者との紐付け提案が可能であること、需給調整ノウハ

ウが強み。 
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概要 

 

 

[企業名]   レック 株式会社 

 

[説明会名] 2026年 3月期 決算説明会 

 

[決算期] 2026年 3月期 

 

[ 程] 2025年 8月 12日（火） 

 

[時間] 13:00 – 14:00 合計 60分 

 （プレゼ テ    40分 質疑応答 20分） 

 

[ 催方式]   ブ ッド開催（会場および  ラ  ） 

 

[登壇者] 2名 

常務取締役            田中 稔道（プレゼ タ ） 

取締役 財務部・経理部長  平井 教夫 
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田中：本日はご出席いただきあり とうございま 。私 方から第 1 四半期についてご説明させていただ

きま 。そ 前に簡単に自己紹介させていただきま 。6 月 24 日 株主総会 IR 担当として就任いた

しました。私は  レック  立ち上げから 本的に営  担当し そ 後 トレ ディ  部門も担当して

おりま 。比較的     については皆さま ご質問にも具体的にお答え き かと思いま 。海外も

しっかりとご説明 させていただきま   よろしくお願いいたしま 。それ は資料に づいてご説明させて

いただきま 。 

 

 

 

田中：まず 3 ペ    。第 1 四半期 累計  ラ ト      ・トレ ディ     好調  営

 利益は社 計画 上回り順調に 移しておりま 。残念  ら四半期利益は赤字    私ども 

持っておりま 社 計画に比べ と順調という状況  。また   ・トレ ディ     好調  前年

対比 上高は 加しておりま 。  ・燃料  も燃料調達価格 下落により収支は改善しておりま

 。一方  為替 影響や法人税負担  きく四半期利益は赤字と りました。 
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  方                       
 期          社       
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   6    6      3   
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田中：続いて 4 ペ   第 1 四半期 実績および今後 見通し  。先ほども申し上げた通り 為替

影響と法人税により当期利益（四半期利益）は赤字と っておりま   社 計画は上回ってい とい

う状況 あり 第 2四半期以降も順調に 移  見通しと っておりま 。棒 ラフ 右上 方に通期計

画 記載しておりま 。1Q  計画について具体的 数字は公表 差し控えておりま   実績は全て社

 計画 上回っておりま 。営 利益から税引前利益については前年比 為替影響 あり 昨年より

悪く っておりま 。税引前利益から当期利益（四半期利益）については 法人税負担によ 減 あり 

残念  ら赤字と りました。1Q  実績としては   ・トレ ディ    におけ 高圧販   量 

 加 また  所 安定稼働により計画対比 と っておりま 。1Q  計画は 気温 因もあり  

   少 いこと 想定されておりました。また  所 定期点検により相対的に利益 少 い計画と

いう状況 した。また 先ほどから申し上げておりま 通り 法人税負担  あり 当期利益については損

失 計上しました。2Q 以降 見通し         順調に獲得 きておりま 。また 夏場 ため

足元 は  も拡 しており 計画通り 移  見通し  計画に変更はございません。 

 

                                           

2026 3期     期           

     期               期           社          

          期             

営 利益 税引前利益 当期利益

計画 実績 見通し
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2Q以降 1Q 2Q以降
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計画 実績 見通し

2Q以降 1Q 2Q以降1Q
主に為替影響によ 減

法人税負担によ 減

1Q実績

ご  ：24年 1Q  収益15  （      安）

25年 1Q    10  （4     高）

2Q以降 
見通し

   ・トレ ディ    におけ 高圧販   量  加     所 安定稼働により計画対比 

 1Q計画は 気温 因により     少 いこと 想定され また  所 定期点検により相対的に利益 少 い計画だった

  会社 所  に    四半期損益については 損失 計上した 会社 影響により  税前利益 減少したこと  利益 
計上した 会社 びに 会社 法人税負担   税前利益 上回ったことにより損失計上

 2Q以降は   獲得  および夏場    拡 期により販   量  加し 計画通り 移  見通し

 期  

 期  

 期  

（  ）
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田中：続いて 6 ペ   第 1 四半期累計実績  。前年対比 見ま と  上高は 販  会社

T’dash 譲渡 影響もありました  高圧 販   量  加 また卸   他社 調達・販  サポ

 ト  取引  加により 上は と っておりま 。また営 利益については 前年対比 見ま と若

干粗利 少 い市場 動プラ 比率  えてい こと また T’dash 譲渡 影響により前年同期比減と

 っておりま 。計画対比については 概ね計画通りに 移しており 営 利益については計画対比  

着地しておりま 。 
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田中： ペ   部門別  訳  。 上については 海外   残念  ら 0 と っておりま 。これ

は今期   ャ        所 稼働 開始してい も    000万   上 あり 切り捨て  

単位 表示しておりま ため０表記と ってい も    上 順調に計上されてい ところ  。  ・

トレ ディ     営 利益について 先ほど 通り 市場 動プラ 比率 上昇と T'dash譲渡影響

により減と っておりま 。  ・燃料  については 1Q に  所 定期点検 集中した関係もあり 

▲5   着地しておりま 。 
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     により 量   減も減価   減。
燃料調達価格改善。1Qに  所 定期点検 集中 6 5 6     

 12 3 1  

 16 3 5       

36 3      

 部門別 数字は    調 前 当社は単一    ト ため 社  算



7 

 

 

田中：続いて 8 ペ   まず高圧     。  ブ ッドプラ に加えて市場 動 フトプラ      

いたしました。市場 動型プラ  更  販 強化に繋 っており 販   量は 631GWh  計画比

6 8   加と っておりま 。競争は かにありま    上高としては 122   前年 比 5 5   

加 した。 
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田中： ペ    圧    。昨年  第 4 四半期に開始した販  影響 出ており   件数

は 24 万 8 000 件 計画比 2     した。通期計画は既に達成 しており 販   量についても

2 6   233GWh という状況  。一方   上高は T'dash  譲渡 影響もあり 前年同期比 

1  2  減少と っておりま 。 
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田中：10 ペ     貸借対照表  。こちらについては 説明 割愛させていただきま 。以上 第

1四半期 ご説明  。 

 

                                            

2026 3期         概要

2026 3期     期202  3期
期 

       
    要     

   および   減少
     上高 加によ      加

 40615655 動資 

   レック から      関係会社長期貸    加
   デ  ティブ  価 価によ デ  ティブ   減少

 38 58 8  動資 

  3    0   33    

 支 期日  い取引所から 調達 加によ 
    減少

 1 3583 5 動負 

   借 によ 長期借    加6440433  動負 

  0    0     

 期  当によ 利益    減少
 長期為替    価 価によ    ッ 損益 減少 2461 641 会社所  持分

   483 支 株主持分

 336   2     

   資   加および法人税  支 い
   レック から      関係会社長期貸    加 80255336  および  

   借 によ 借    加 461452 利 負 

 0 4 41 4 41 8 
 会社所    
持分比率
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田中：続いて全体戦略と 在 取り組み状況 簡単にご説明いたしま 。12 ペ      世界的 

   方針に対して 再エネ 最 限活 し 当社      調  ・   として提  してまいり

ま 。CO2価値 環境価値 活     には必須 あり これ 取得  ためにベトナムやカ ボ  

といった海外     しておりま 。そこ 取得した CO2 価値 日本に還元し     利益   

し それ さらに海外 再投資していくこと  えておりま 。 

 

                                            

    

       方 

           

                    

自 変動       加し
  調       に

    におけ   環境 
  実  高まり   投資 

  

      は経 成長に う
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  ト負担  立   

   レー     イ  ス  

       イ  ス  

 ー  クレ ッ    

   

        方                 社                  

        2                        業          

    ー   

     レッ       
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田中：続いて取り組み状況について   と海外 それぞれご説明いたしま 。まず  14 ペ    

    ・トレ ディ     本方針  。市場 環境としては     は拡 していくこと 見込

まれておりま 。また  家 皆さま ニ ズも多様化してきておりま 。一方      対応も必 と

  中 当社 強みとして記載しておりま   多様 販 チャネルやトレ ディ    によ    調

達あ いは  調      ど 活 して     してまいりま 。 本方針 一つ目    お客

さま ニ ズに合わせた多様 プラ  ご提 してまいりま 。プラ ごとに 一定 利益   し そ 都

 調達 行い 利益 安定化させてまいりま 。二つ目    販   量 KPI としており 適切 販

  も投下し  ら獲得   してまいりま 。三つ目       対応に繋           

   。今期から    しておりま   量 積み上げ こと    ・トレ ディ      収益も

 加させてまいりま 。こ 三つ   ・トレ ディ      本方針  。 
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田中：続いて 15 ペ    。さらに深堀しま と これま は高圧と 圧 販 により収益   してま

いりました。引き続きこ   もしっかりと  してまいりま   これからはさらに          も加

えて収益 拡 させていきたいと えておりま 。 

 

                                            

トレ ディ  

    レー     業  方 

        

    
     

高圧

多様 プラ 提 
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  期                                          

           ー    業    レー                   
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田中：これにど よう 効果 あ か 16 ペ    。取扱  量   効果     圧・地域 

問わずに お客さま 合算した  カ ブに対し トレ ディ     調  最適化してまいりま 。全

体       と慣らし効果 想定され    測精 も 上いたしま 。最適   調 ・調達

   に り 原価  減にも繋 ってまいりま 。こ 原価  減 最 限活 し お客さまに 加価

値 提 してまいりま 。 

 

                                            

    レー     業  方           

      
       

              算    要 ー       レー               
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 要 ー       
            

 要 ー   算  
        

 レー      

自社  所   P 

先 市場 相対        
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田中：続いて 1 ペ  は    ・高圧 戦略  。販  会社エ      ・  ケティ  は 

顧客ニ ズや市場環境に合わせて多様 プラ  提  き 強み 活かし 販   量   に け

て 足元 は まずは kW   加 追求  戦略 志 しておりま 。直販  も強化しておりま 。ま

た お客さま 市場 動型プラ   受   高まってい ことから さらに販  強化してまいりま 。ま

た トレ ディ     強み 生かした先 プラ は競合と 差別化    ため 先 価格 注視し

  ら柔軟にご提案 してまいりま 。左下 獲得目標 ございま 。2025 年 は  25MW     こ

れ  き だけ早いうちに 1500MW ま 持っていきたいと えておりま 。右上  在ご提 しておりま 

多様 プラ   。いわゆ   プルプラ から始まり 市場 動 フトプラ  本年 5 月に  しておりま

 。 
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田中：市場 動 フトプラ  ご説明 次 ペ    。市場 ボラティ ティ拡    に備えてお客

さま け ソ      としてこ 5 月から提  しておりま 。市場価格 高 しや い   主に夏と

冬    これら   において 市場価格と 動    量料 プラ  地域   会社 標  ニ

  相当額 超過  と 自動的に標  ニ   プラ 料 価格と同  プラ に フト  というも 

  。お客さまとしては市場 動プラ    ット 生かしつつ 市場価格高    幅 上昇  クにも

対応 き ということ  こ 5 月 6 月 引き合い いただいておりま 。特に 口 お客さまにつきまして

はこういったプラ に 常に興味 お持ちいただいており 営 活動 実 中  。 

 

                                            

                    要       ー            

202 年 月                  

                                      会社 

     ー                   ー         

           ッ              時            スク    

   業              
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田中：1 ペ  は 圧 戦略  。KPI は販   量  。 圧 お客さまについては市場 動プラ

   販 しておりま    粗利   されてい 状況  。こ 粗利   生か ためにも販   

量  加し粗利  やしていきたいと えておりま 。販  会社 エ      ・ テ        

  販 パ トナ として Web チャネルや 動     活 し 拡販 目指してい ところ  。販

  も適切に投下し獲得しておりま 。またパ トナ だけ  く 様々 仕組み 提 しておりま 。左

下に空室 気   ェルというも  ございま   これは 空室 に 気  められてしまうところ それ

  め いこと  動 管理会社   ト 減   に  というも   。そ 代わり 居いただいた

場合にはエ      に契  お持ちいただく仕組み  。チャネルごとに販   投下し  在   

レッ ブ 営  展開しておりま 。おかげさま こ 1Q は好 タ ト 切っており 先ほどご説明した通り 

販   量は 加 件数も 加し通期計画 達成しておりま 。 

 

                                            

22 

233

1Q 計画 1Q 実績 

241

2  

1Q 計画 1Q 実績 

   業      

                             

    会社           ー  ー                  要       

 業者                                     業者   

                ー  ー  業    決

           

      業者

            

 料 比較サ トや
     に 載

 切り替え     

 引っ し    ト  ド
  ル 実 

   獲得    
引っ し     

引っ し申込

  申込案 

空室  居

 続して GR 対応
 空室 に 気  め こと 
  。 居 ま 提   

  動 管理会社   ト
 減

                    

       
          

  レッ    業   

（   ） 2 6 

（ 件） 2   

        期    

            

    ス ー 

  GR： 圧・販  会社 エ      ・ テ    株式会社
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田中：20 ペ     チャネルにおけ 販    え方  。先ほどもご説明した通り  圧については

市場 動プラ と っており 粗利率は一定程    きておりま 。これら 原資に販   適切に投

下しておりま 。こ 投下に当たっては お客さま ラ フタ ム    や顧客獲得  トといったも  中

心に KPI 管理 実 し 成長 と収益  ラ  取りつつ 早期に 30 万件獲得 目指したいと えて

おりま 。 

 

                                            

                   方

                                         

                      2                        ス 

      期 30        

                                

     
    

            

粗利

販  投下

販  投下

粗利

粗利

獲得 

獲得 

営 利益

営 利益

営 利益

     
        

 1  T  :    e   e  a  e：顧客生 価値

 2 C C : C s   e       s      C s ：顧客獲得  ト
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田中：続いて          について  。21 ペ  は      割愛いたしま 。当社    

                                            

        ー    業  

        ー                      ー             

                                             

      ス     要       要              ー    

             レス  ス      要                      

0

2 000

  000

6 000

  000

 0 000

 2 000

2023年 

     

20 0年 

     

        

  854 kWh

11 000 12 000 kWh

     

 0 60 

 0  0 

22   

     

     

   

 要

   

 要

 要 ー     ー       
           

                 

（出 ）   年2月資 エネル   エネル   本計画 概  2040年 におけ エネル     見通し より当社 成

   

（   ）

                                            

   業

    ース    
          

 社     ー    業

 ー レー 
                     レス  ス

 レー     業

        
 年         

   業

 要  ー     
        

 社   

 社 
      

  社           ー     要             年          

   業     業 ッ  ーク            

       者         ース  要         要  ース      

     ー ー     ース                                

              

P 38ご 照 P 3 ご 照
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       について 22 ペ    。 在 つ  きく取り組み  めており それぞれ      

  そ 他            ポレ ト PP  デ  ドレ ポ    。既に  ポレ ト PP は実

績も出ており また  R  日本さまと 取り組みも ん おりま 。当社 強みとしては      は 

  ソ  開 と効率的 管理 営   トレ ディ     は  市場 知見 また       

   は  管理 重 に     これま 培ってきた  管理     活かしま 。     は

お客さま ニ ズにお応え  多様 プラ 提  強み  。これら 強み 織り交ぜて各案件  めて

おりま 。 

 

 

 

田中：23 ペ  は  R  日本さまと  カ ボ  取り組みについて  。昨年 資本 務提携 して

いただきました   フサ ト型   ポレ ト PP という形   R 日本さま お持ち   所から  R 

日本さま 茨城県  主 拠点に 気と環境価値 提 いたしま 。 

 

                                            

 社     ー    業          

0          ー       

 202 年 2月20         業               ー 業       イ   ー レー    

     ー          

                                        社            

 社                       社   会社  ー  ー   ー          

                                  

                    ー           スク                

    業         社     ー      
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田中：24 ペ  は ロ  ルエ  ニ    さまと 資本 務提携について  。   ケ       

 めていらっしゃ  ロ  ルエ  ニ    さまと資本 務提携  び 今後 めてまいりま 。また  R

 日本さま以外にも フサ ト型   ポレ ト PP という形  ティラ トさま（岡山/中古車販 会社）

に対し 当社 環境価値と     しておりま 。契 期間は 10 年と っており これは市場環境に

さらされ い契  あ ため当社として 常に重視しておりま 。こ ように  ポレ ト PP についても営

    してまいりま 。 

 

                                            

 社     ー    業       ー               イ 

02   ー              業       

  社   ー          社 株式                ー    業      業   

        ー   業                期                

企業                   業        

    測精  上に けた検 
          競争 強化に けた検 

           務提携   

 再エネ   開   通 におけ   
   ポレ トPP  利  ・価値 上に資        
取り組み

   エ      

    

 トレ ディ    におけ   そ 他

03     イ      イ  ー レー      

                           イ 社 3        

 202 年6月          期間  0年間

    イ イーレックス   

3    再エネ  利   調       

        社   
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田中：25 ペ  は  ・燃料    本方針  。市場環境としては    け燃料     

しておりま 。また      必   再エネ   開   といったも もございま 。当社 強み

 あ        所 高稼働かつ   ト   営    や 燃料調達   活かし     

してまいりま 。 本方針として      は 営     活かした高稼働率維持に注 し 計画

通り 燃料調達・使 により  ト  防 いたしま 。燃料   は 他社  販  中心に燃料 

取扱量 拡 し  収と利益  目指してまいりま 。また自社  会社や 地サプラ ヤ   多様

 調達先   しポ トフォ   最適化してまいりま 。さらに強  燃料サプラ チェ   構築に け

て 日本    ・燃料       海外展開し  ナ   追求したいと えておりま 。 

 

                                            

      業  方 

     業                    
                   ス     

2    業    社               
          社 会社      イ ー 
             ー         

3         イ  ー             
      業              ー   

      業  方 

    

 社   

        要          要            

 イ  ス            ス         
 イ  ス    ー ー                 業者
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田中：燃料  について 26 ペ    。 上 拡  目指しており 他社  販  中心に燃料取

扱量 1 5 倍に拡    定  。2030 年 に けて 倍にしていきたいと えておりま 。また  地

サプラ ヤ と  携強化 調達地域 分散 実 し 燃料 安定   実 してまいりま 。さらに自

社 会社や 地サプラ ヤ から 直接調達比率  や こと  経   追求してまいりま 。 

 

                                            

   業

           社                            

      イ ー                             

  社 会社      イ ー                           

 1 5倍

                

e e 

自社 会社

（万ト ）

 社

 地
サプラ ヤ 

他社  所

自社  所

 社 会社      イ ー  
              ー         

   

        ー     

113

160

2025年 2030年 

300

   

・・・

2024年 
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田中： 2 ペ  は    について  。坂出       所 こ 6月に     開始し 開

 報酬 受領いたしました。当社としては今後燃料   担ってまいりま 。また自社   所 ル プ

間   携 さらに  し高稼働 実 したいと えておりま 。右側に自社  所 2025 年  取り

組みとありま   一つ目 自社  所間  携 さらに   二つ目 計画外   最 化  。

三つ目として 技術 人材   教育拠点として活動 拡充し 海外研修生 受け れあ いはベト

ナム 今後   開始    所 教育拠点としても活 してまいりま 。 

 

                                            

   業

    イ  ス    202 年6月  業                

 社          

  社       間                 

   イ  ス        社       年      

  県坂出市 田    

 4  50kW    

四   :36  安    :20  プロ 
ネットパ       100 出資 会
社 :15    レック :14     
 :10  坂出  組:5 

  会社

   社   間         

 在     所は高稼働率 維持。

安全安定   ため 自社  所間  携

 さらに  し 高稼働 実 

2               

収益  追求に け 計画外    所

   最 化

3                     

海外技 実 生   所受  ど    

 実 。育成拠点として   に取り組 
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田中：2 ペ   海外    本方針について  。      旺盛         対応 

成長過程 市場といった市場環境 ございま 。我々としては          培った    知見

 活かし こ       一緒に成長したいと えておりま 。 本方針一つ目として 他社に先駆け

て     燃料 サプラ チェ   構築し      燃料   ャ  目指しま 。二つ目として 各

 政府と 調し 海外  ・    からカ ボ クレ ット 獲得いたしま 。日本    販 によ

り   営 戦略と合わせて収益   し さらにそ 収益 海外に再投資してまいりま 。三つ目とし

て 昨年 資先と った   各パ トナ さま またベトナム・カ ボ     海外  パ トナ さま

と  調により 投資効率 上げて   ピ ド 加速してまいりま 。 

 

                                            

   業  方 

   社         イ  ー      
 イ  ス      ー    

2                  業   ー  
クレ ッ                   
 業                     

3      ー  ー              
 業ス ー    

    

   業  方 

 社   

            要          程   

   イ  ス 業           
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田中：30 ペ  はベトナム 稼働 み案件  。   ャ        所とトゥエ ク  ペレット工

場 稼働開始しておりま 。 

 

                                            

   業           

0       イ  ス  02     ク   レッ   

 202 年 月              ー    

 業     

            イ  ス    20    

 社             

        年    間クレ ッ         

                             業 

       業       2

     ク      202 年3月       レッ 

      

                    ク    

       

        レッ           

工場全 

ペレット   様 

工場全 

   れた   技術  活 し  上  におけ 温室効果   出量  減     実 し 測定・
報 ・検 （   ） 行う  。 上  におけ 温室効果    減とともに     通 て我  および
パ トナ   温室効果    出 減目標 達成に資  こと 目的と  。 れた   技術 に対  
 期投資    分   上限として   行う。 お 本  はベトナム政府と日本政府    下 実 
されてい 。

       年 月 日     年  二 間クレ ット  資 支    うち 備      公 にお
け 第一回  案件 決定について にて公表。

右記 R から動画 ご いただけま 。h   s://    e e       /b s  ess/   ba /
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田中：31 ペ  はベトナム  取り組み中 案件  。まず 石 火          について 

                                            

                  2026年   20 30   イ  ス    

                         

  ー  クレ ッ                    

       イ  ス     

        
 イ  ス       

          
 ッ     

 ー  クレ ッ    

イーレックス

       社   業会社

       ー

   
    

   

  

 イ  ス    

 ー  クレ ッ  
  

0        イ  ス  

     ス
   

 当社案件   された   年  資     化・エネル    技術 支        とは   

   業             

                                            

             ー社  間                     

     

             20年         イ  ス      方 

       業                    イ  ス     

  

    概要

 a        所（55MW 2）
Ca    a   所（5  5MW 2）

     

 質チップ    

5 20 ま   的に実    

 a        所

 会社名： ナ   パ    ルディ   

  営ベトナム石    ル プ（ ナ   ）  会社として200 年に 立

 石 火   所6か所と    所1か所 計 か所  営

    

        ー社概要 

    年  資     化・エネル    技術 支        

   業             
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 。ベトナム は   石  は足りず 相対的に  ト 高い輸 石  使ってい ため それら   

   燃料に置き え も   。これ            ッドサ プルとしたいと えておりま 。さ

らにそこから得られ カ ボ クレ ット 活 してまいりま 。具体的には 32 ペ  にありま 通り ベトナ

ム  ナ   パ  社と 間 石 火     実験  定しておりま 。対象  所 は  在仮

  備  備 開始しておりま 。経 省    にも  いただいており それ 活 ししっかりと取り

組ん まいりま 。 

 

 

 

田中：33 ペ            について    在着々と めておりま 。P  C2 社と  務提

携契  本年 4月 24日に締 しておりま 。   ャ        所  PC O&M  他    

       F や O＆M  共同検   めてい ところ  。 

 

                                            

   業             

02        イ  ス  

     ク       イ   イ      イ

      0    イ  ス       

 2     202 年                

202 年       

        年    間クレ ッ         

                             業 

       業       2

   れた   技術  活 し  上  におけ 温室効果   出量  減     実 し 
測定・報 ・検 （   ） 行う  。 上  におけ 温室効果    減とともに     通 て
我  およびパ トナ   温室効果    出 減目標 達成に資  こと 目的と  。 れた 
  技術 に対   期投資    分   上限として   行う。 お 本  はベトナム政府と
日本政府    下 実 されてい 。
       年 月  日     年  二 間クレ ット  資 支    うち 備     にお
け   について にて公表。

トゥエ ク         所
地  

 エ          所
地  

03     2  業       

       イ  ス        ク     

               ク      会社

          社  会社     2 3 

202 年 月2    業        

       イ  ス               

   イ  ス               

 3 P CC2 : P  e       ee     C  s                 k C   a   2

業       

ベトナムにおけ        所  案件 共同検 1

ベトナム 石 火   所 フ  エル          2

     燃料 調 検 3

ベトナム     に関わ 検 や提 4

        技術・ 営    上5

  会社 ど  共同出資 検 6
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田中：34 ペ  はカ ボ  について  。カ ボ      は順調に建   ん おり 来年 6 月

  工 目指しておりま 。         については   ポ  プ 州にて        開 

 検 中  年 には  PC   注し工  開始   定と っておりま 。また 植 により     

燃料 賄い 25 年間にわたって     実   計画  。右下 絵は    所と      

 所 プロ ェクト計画 定地建 地  。 

 

                                            

   業      

0          

  ー ッ           0       

                         

         

             年       2026年

6月                    

02         イ  ス  

     ス ー    イ  ス    0    

      

 202 年                202 年  

          

       イ  ス      2 年間    

   業       

        業   

     

        

 イ  ス      

建 中  ム 様 
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田中：最後にカ ボ クレ ットについて  。何 も申し上げておりま      実  ためにはカ 

ボ クレ ット  効 あり 各  取り組みに注 しておりま 。我々としても海外 獲得したカ ボ ク

レ ット       に活 し 得られた利益 さらに海外  に循環させたいと えており  常に

 き 収益 柱と  こと 期待しておりま 。ベトナムと  議 捗状況    本年 6月にベトナム 

 T に関  政  公表され カ ボ クレ ット  T 市場 立に けた   備 実 されました。当

社としては  在 クレ ット価格は 1 ト あたり 60 ドル 想定 置いておりま 。 おヨ ロッパ    

 T 上 は 8 月 1 日 在  2 ユ ロ ございまして 60 ドルは妥当 価格想定と えておりま 。以

下は  資料と りま   またご いただければと存 ま 。私から ご説明は以上  。 

 

 

  

                                            

   業  ー  クレ ッ 

             ー  クレ ッ                  

         ー  クレ ッ                       

      業                 社           

2025年3月 当社 気 変動 と  。また チ  相に 簡  

ベトナム政府 2025年6月中 目 に   備  めてい こと     
  
  

202 年6月                   202             
      ー  クレ ッ                   

  ：    T 市場におけ  出 （   ）は
2025年8月1日 在  2ユ ロ/  CO2

出 ：TR  I G  CO OMIC     Ca b   Pe    s h   s://  ad   e       s    /     d   / a b  

当社はクレ ット価格 
60       2 想定

（  R）
    T 市場におけ  出 （   ）
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■質疑応答 

質問  ：ご説明あり とうございました。 点      ・トレ ディ    について教えてください。

 ペ   営 利益   ・トレ ディ     前年同期比 8   減    これ   に分けた 

に 高圧     圧    販   やトレ ディ  あたり あ かと思う     それぞれ   

 ど ように影響した か 例えば高圧  はプラ だったか  ナ だったか ど こ 減益   ごとに

分解してどう あったか教えていただきたい  。2Q 以降は  ・トレ ディ     前年に比べてプラ

 に  想定だと思いま   2Q以降何 打ち返して通期 は 益に  とご に ってい  か改めて

教えていただきたいと思いま 。こちら 1点目よろしくお願いしま 。 

 

田中：ご質問あり とうございま 。まず  としては T’dash  3～4割相当 販   1～2割 残

り半分 高圧  市場 動プラ  比率上昇  。市場 動プラ は 率直に申し上げま   手数

料勝負と ってい ところもあり 利益率 若干下 っておりま 。今後 四半期計画に対して 打ち返

し方としては  本的に販   量  加 一番 きいと えておりま 。また  計画には織り込ん

 おりません   在 先 市場および P 価格 下 ってきておりま 。想定よりも下 ってい という状

況もあり 利幅 厚い市場 動 フトプラ や  ブ ッドプラ  先 プラ といったも について実 に引

き合い  え始めておりま 。それら うまく活 し  ら減益に対応していきたいと えておりま 。 

 

質問  ：あり とうございま 。販   量 勝負ということは 8 ペ   高圧   量  加として

は きいと思いま    2Q 4Q  中心に 高圧 販   量  え こと  1Q    ナ  因 

2Q以降打ち返して 益に っていくということ しょうか。 

 

田中：2Q は 夏場    多いため当  はありま   実 に足元も計画 kW  上回っており か

つ計画販   量も上回ってい 状況  。 

 

質問  ：わかりました。あり とうございま 。もう 点  先々週日経 聞 報道にもありました   

月頭から省  議論されてい kWh  中長期的   義務について  。直近 審議会 はおそらく

あ 報道に沿って 3 年後に 5 割   せよという話に    は いかと思いま   あ    御社と

してどうご に ってい  か 仮に  された に 御社としては先ほどご紹介いただいた  や    

 あ こと それほど影響は いと思っていらっしゃ  か それとも市場 動プラ や先 プラ  あ 程 

強みとされてい      ケット そ よう 形に っていくとあまり良く い話だと我々は捉えておくべき 

 か   点 決まったこと あまり い  おっしゃられ ことは限られ と思いま     点  え方

 ぜひ教えてください。 

 

田中：  レック として 公式 見解 は く エネル  市場部および  部門 担当してい 立場

として個人的 意見に りま     ット デ  ットどちらもあ も と見ておりま 。デ  ットとしては 調

達 前もって め ければ ら いと  と 正直 ところ   調 において少し手かせ足かせ あ と
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思いま 。一方  中長期市場も 備され ということ  輪と りま    そちらもよく見  ら検  

 ことに  と思いま 。  ットとしては  在全く    持たずに  されてい     多くおり 市

場 動プラ  多数販 されてい という状況    そ よう 中    側 市場環境におけ 競

争圧  収まっていく    あ   は いかと見ておりま 。功罪相半ば ため これから 市場 

  計次第と えておりま 。いずれにしても我々はちょうど良いポ    におり   所 それほど多く

持っておらず またただ単     という立ち位置 も い   どちらにもいけ   は いかと えて

おりま 。実 に省 ともこれから我々として  え しっかりとお示し  ら 適切   としていただけ

ればと えておりま 。 

 

質問  ：よくわかりました。あり とうございま 。 

 

質問  ：本日はあり とうございました。私からは        についてお伺いさせていただければと

思いま 。資料 拝見しま と  所    行っていくように見え かと思いま 。これによって 生  

投資額や想定してい    量  ケ   ルについてもしお話いただけ こと ありましたら教えていただ

け い しょうか。 

 

田中：直近 検 してい も  1 件ありま 。2MW  案件 5   程  投資  。一方   

   お持ち お客さまにご自身 ご投資いただき      タ   高めていただく そ 中に我々 

  調 として っていく形          フィ  最も利益率 良い  ネ と りま 。これら  

   めた  ケットに存在  分散            行うこと  当社 これま 培ってきた  

  や市場取引 経験 最も 効に活  き 収益     き   ネ モデル あ と えており

ま 。そ よう 案件 中  既に きめ も   議  めてい も  ございま 。正式にはまた 表

させていただきま 。ただ 投資 先に行われ ため どうしても収益計上は来期に ってしまいま 。それ

以降もいくつか案件はございま     点 具体的に え も は いという状況  。 

 

質問  ：あり とうございました。 

 

質問  ：  ・トレ ディ  に関  前年比は T'dash  離れたことによ 影響と販 減 また 高

圧 市場 動プラ  加によ       下  圧 販     前年対比 減益 因 分解と

いうこと よろしい しょうか。また 2Q 以降に関して  圧 2Q   タ トは良く   件数も良いとい

う話     識してい   クとしてはど よう も   えられ  かについてお願いいたしま 。 

 

田中：まず 点目についてはご理解 通り  。T'dash影響と高圧 市場 動プラ  それから 圧 

販  というところ  。2Q 以降   クについては  本的には競争環境 どう っていくか まだ見て

い ところ  。特に高圧について 先ほど申し上げました通り    先 市場や ポット市場価格とい

ったも   今年   めと比べ と下 ってい ため   クとしては高圧 競争 高まり  き も と
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 えられま 。 

 

質問  ：わかりました あり とうございま 。坂出 燃料  は全量御社       しょうか？

それとも他社も      しょうか？ 

 

田中：坂出につきましては全量 は く一部（半数以上）と りま 。 

 

質問  ：        について P    パクト B   パクト ど ように えたらいい か   

範囲 ご解説いただけ い しょうか？取り扱え   量 ボ   ム  きく  と利益  きく  とい

う    もあ      そ  間軸や P  B  キッ  フロ    パクト  え方についてご解説いた

だければと思いま 。 

 

田中：P については 先ほどご説明した通り 今期 収益 識は く 早くて来期 見込ん おりま 。

1  目     来期に 工  定してい ため 来期以降 P   と りま 。それ以降も 特に

 型 例えば   や         は 工ま に 2年から 3年かかってしまうため 収益 識

としては 28 2 年 と ろうかと思いま 。B と CF については 海外 投資も想定しておりま    海

外 投資案件と  ラ  といったも  よく見  ら投資 してまいりま 。 

 

質問  ：先ほど 質問 中    ットはパ トナ 持ち  御社は  調   トロ ル フィ  

中心にいただく  一番利益率 良いということはわか        ネ  立ち上げ     また立

ち上げ タ    や立ち上げ にあたって   ク もしくは競争状況については何かご示唆いただけ こと

はありま  しょうか？ 

 

田中：         いわゆ フィ   ネ につきましては  在案件として既にか りご 諾もいただ

いてい よう 状況もございま   特に特別高圧 案件  と立ち上 りに2 3年かかりま    実 

にフィ として出てく  は それから先という    に  と思いま 。   ケ      ネ はご存知 

通り活況と っていま 。一方       タ も様々いらっしゃ も     調      という観点

 はまだそこま  競争にさらされてい いと えておりま 。そ ため 例えば手数料 今 ぐに く  と

いうよう ことはあまり えられません。 在我々 ご提案して フィ もそう    それ りに良い利益 

  いただけ   は いかと えておりま 。  調 対応    人員はあ 程  やしていかざ 

 得ません   き 投資といったも は いため そういった意味 はやはり利益率は 常に良い  ネ

 に ろうかと えておりま 。 

 

質問  ：わかりました あり とうございま 。そ           ネ において お客さまから見て 

  レック  選ぶ理由 特に何 期待されて御社にご相  持ちかけられて と 識されていま  しょう

か？ 
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田中： つは 我々      やってい こと 挙げられま 。     さまから ご相  あれば 

我々 お客さま 紐 け 形  め ご提案     。        と   調  ために 

た 投資 必   い ど      持ってい こと 価値としてご提案していくことに ろうかと思いま 。 

 

質問  ：わかりました あり とうございま 。 

 

質問  ：トゥエ ク  ペレット工場 稼働状況についてまず教えてください。また 燃料    模 

1 5 倍に  ということ  今後 えられ   クと対応方針について教えていただければと思いま 。特に 

 クに関しては 長期 販 先 あ  か 販 価格   ト 上 った場合にど ように 嫁 き 仕組

みに ってい  か ど 個別 契 条件は答えられ いと思いま   ざっくりとした印象 もいい  お

答えいただけ と幸い  。 

 

田中：トゥエ ク  ペレット工場につきましてはこ 3 月に   開始しておりま 。一部 材  具合

 ございました  ほぼ解消しつつあり 1Q   上は計上 きておりません した  5 月から通常生  

開始してい 状況  。2点目 燃料     クについて      にそ 状況 見てい 部分もあり

ま    地 燃料調達 始め と しいプレ ヤ として  していくということに  ため  在 市場

価格よりも調達価格 上下      ございま 。特に   因もございま   足元 は原価も上

 ってきてい ため これ 一番   ク 因かと思いま 。我々 想定していた原価 いかに調達していく

かというところ  。 

 

質問  ：原料価格 上 った場合 販 価格   嫁 仕組みはいか  しょうか？ 

 

田中： 本的には 既に販 先と 契  あ ため  嫁は正直難しいところもございま 。やはり原料

 調達価格 いかに  トロ ル  か 我々にとって最も重 だと 識しておりま 。※ 

 

質問  ：わかりました あり とうございま 。 

 

 

以上 

※ 燃料販売単価にはインフレ等による調整が考慮されております。また、１つのサプライヤーに依拠せず、複数のサプライヤー

から調達可能な体制を取っております。 
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